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【１】21世紀の日本産業の進路
イノベーション（DX、GX）とファンダメンタルズをつなぐもの

【２】資本主義の新局面
冷戦後の産業資本主義の分裂…金融・デジタル資本主義の肥大化

【３】アジアダイナミズムの中での日本という視界
埋没から再生へ…日本海物流の時代

認識

提言…なすべきこと

P.2、P.3P.2、P.3

P.4、P.5P.4、P.5

P.6P.6

【１】国民のNEEDSの産業的解決 …SEEDS（DX、GX）のプロジェクト化
・3.11、コロナ、能登を受け止めて「レジリエンス（耐久力）」強化が優先すべき国民ニーズ
・豊かさのための産業イノベーションから国民生活の安全・安定のための産業開発、各地域への実装

（例）①防災力強化 …高付加価値コンテナに技術投入（水の浄水化、創電・蓄電、高度避難所、トイレ等）

②医療情報体制の強化 …国民の医療・薬剤など医療情報のデジタル管理の統合・体系化

【２】グローバル・アジェンダへの主体的参画…ルール形成への統合的研究、インテリジェンス体制の確立
・日本が注力、参画すべきアジェンダ…「国際主義」の要石としての日本の役割
①国際連帯税構想：国境を超えた金融取引に広く薄く課税（フランス、EUが主導）
…観光税、空港利用税、入国税なども選択肢

②IDA21構想：低所得国の債務救済 ※日本はIDA20で3年間・930億ドルの支援実績
…世界銀行グループの国際開発協会が主導するスキーム →グローバル・サウスへの橋渡し

③デジタル課税：DXのプラットフォーマーズ（ビッグ・テック）への課税、規制
…デジタル社会への責任の共有

・経済安保をめぐるルール形成だけでなく、スポーツのルールから地球環境保全、DX活用のための
ルールまで、世界ルール形成の体系的研究･主体的参画体制の確立は不可欠

・長期的エネルギー安保のため、アジア太平洋地域の「エネルギー安定化戦略機関」等の設立も要検討

ⓒ寺島文庫



21世紀の日本産業の進路
ⓒ寺島文庫
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「医療・防災」、「食と農」の基盤産業化

医療・防災産業創生協議会
●事務局：（一財）日本総合研究所
日本医師会、日本歯科医師会、土木学会 等と連携･協力

＜今後の方向性＞：能登半島地震の教訓と戦略

①医療体制への戦略的布陣:「ｺﾝﾊﾟｸﾄ＆ﾈｯﾄﾜｰｸ」が鍵

プロジェクトの具体的な実装（ソーシャル・エンジニアリング）

●参画企業：25社

協議会HP

●避難者にとって診療と薬の確保が重要

→医療データのシステム化が課題：かかりつけ医のデータと

地域集中管理センター、薬局、地域医療体制における

「ヘルスケア・データのプラットフォーム」整備

※避難者へ機動的に対応できる体制が必要

②多様な防災モジュールの実装化
●「命のコンテナ」の開発促進

…水、電気、医療（含 歯科医療）、避難所

※避難所のスペックの高度化が鍵

●機動的に移動できる中小型プロジェクトの実装

…キッチンコンテナ、トイレ・トレイラー、浄水化カー 等

③防災関連技術の集約・活用
●データベースの整備

…どこに、どのような技術が開発・製品化されているのか

都市型農業創生推進機構
●事務局：（一財）日本総合研究所
●参画会員（法人、個人）：12主体

＜目的＞
国家や地域のレジリエンスの中核である食・水・エネル
ギーの安定化を図るとともに、「食と農」を主眼とする
未来型の基幹産業の創出を実現

＜事業内容＞
◎付加価値の高い都市型農業 例:太陽光発電×食の生産

→営農型太陽光発電事業（ソーラー・シェアリング）等

◎食のバリューチェーン(生産・加工・流通・調理)の強化

→食をめぐる付加価値の創造

ⓒ寺島文庫

３

◎大都市住民（都市新中間層）の食のバリューチェーン

への参画による、食に対する参画意識の高揚

→フードロス対策の深化

＜背景＞
日本の食料自給率（カロリーベース）：38％[2022年度]

東京都：0％、神奈川県：2％、埼玉県：10％

大阪府：1％、愛知県：12％ [いずれも2021年度概算値]

cf.主要国の自給率との比較[2020年度]

米：115％、仏：117％、独：84％、英：54％



資本主義の新局面—「３つの資本主義」の相関と緊張
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①1994年に日本のGDPの4分の1だったアジア（除く日本）のGDPは、
2023年に6倍を超し、2040年には9倍を超す

②2023年の日本の貿易に占める対米貿易は15.5％、対中貿易は20.0％、
対アジア（除く中国）は29.5％

③米中貿易は、米中対立を背景に減少しているが、日米貿易の約3倍

④米中貿易の主力物流は、日本海・津軽海峡を抜けて動いている

⑤日本の港湾物流も、太平洋側よりも日本海側が伸びている

アジアダイナミズムと日本
ⓒ寺島文庫
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＜アジアダイナミズムと日本海物流＞

＜世界GDP比重の推移＞

＜世界港湾ランキング（コンテナ取扱量、2022年）＞
22年 21 20 19 18 22年 21 20 19 18 22年 21 20 19 18

1 1 1 1 1 上海　★ 8 8 8 9 10 天津　★ …

2 2 2 2 2 シンガポール　★ 9 9 9 8 7 香港　★ 46 46 43 38 27 東京

3 3 3 3 3 寧波　★ 10 10 10 10 11 ロッテルダム …

4 4 4 4 4 深圳　★ 11 11 11 11 10 ドバイ 70 72 69 60 58 横浜

5 6 6 7 8 青島　★ … 72 73 70 66 64 神戸

6 5 5 5 6 広州　★ … 78 77 73 67 68 名古屋

7 7 7 6 5 釜山 … 82 82 78 79 77 大阪
注：★…「大中華圏」、21・20・19・18の欄はそれぞれ21年・20年・19年・18年のランキング

2023年1994年 2040年

※現状延長型予測※日本の比重が
ピークだった年


